












比べると 9 分の 1 に減っている。しかし、1915 ～ 17 年の 50 名未満の水準までには戻ら
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 18 西亀三圭「天然痘に就て」（『朝鮮及満洲』294、1932）91 頁。
 19 「천연두 예방에 개를 잡아먹어」『朝鮮日報』1932 年 5 月 22 日。
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 28 白石保成『朝鮮衛生要義』（1918）262 頁。
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